
   

 

総合評価方式における工事成績評定の取扱いについて 

令和３年４月 

入札監理課 

 

●令和３年４月１日以降の入札公告案件から工事成績評定の取扱いが変わります。 
 
 

 

●企業の工事成績、配置予定技術者の工事成績、 

全て共通：評価対象期間は過去５年以内（ただし、開札日の属する月の３月前の末日まで） 
 

 標準型、簡易型 特別簡易型等※、地域密着型 

企業の技術力 県発注の同種・類似工事（過去５年

以内）の工事成績評定 

県発注の同一発注種別工事（過去５

年以内）の直近の工事成績評定 

８０点以上 １．０点 １．５点 

７５点以上 

８０点未満 
０．５点 １．０点 

配置予定技術者の技術力 県発注の同種・類似工事（過去５年以内）の工事成績評定 

８０点以上 １．０点 １．０点 

 

 

 

●令和 3 年 4 月 1 日以降の竣工検査を行う工事から、 

「被災者雇用による加点（最大 5 点）」及び「工事受注に対する加点（5 点）」の上乗せ

が終了します。110 点満点から 100 点満点に変更になります。 

●令和 3 年 4 月 1 日以前の竣工検査を受けた工事成績で提出する場合、被災者雇用による

加点と工事受注に対する加点を除いた点数で技術提案書を作成する必要があります。 

●落札候補者は事後確認書類として、「工事成績通知書（項目別評定点を含む）※１」を提出

する必要があります。 

※１令和 3 年 4 月 1 日以前の竣工検査を受けた工事成績の場合は提出必須。 

提出できない場合、工事成績項目を評価しない。 

また、技術提案書の工事成績は「80 点以上」「75 点以上 80 点未満」を選択するよう

になっています。選択が誤っていても評価しませんので、技術提案書作成時には十分注意

してください。

１ 評価基準等について 

２ 工事成績評定について 

※特別簡易型等：特別簡易型、復旧型及び復興型 



   

 

 

 

 

 

 

 

３ 工事成績評定の取扱いについて（考え方、提出資料） 

（例１） Ａ ●令和 3 年 4 月 1 日以前に 

竣工検査を受けた工事成績の場合 

工事成績で申請する場合は下記の

とおり 

１.技術提案書作成時 

・「被災者等の雇用実績」及び「工

事受注に対する加点」を除いた工

事成績評定点を算出する。 

・左記例１の場合、 

９３－０－５＝８８点 

・技術提案書の工事成績項目では 

「80 点以上」を選択する。 

Ｂ 

２.事後確認書類提出時 

・第１落札候補者になった場合、工

事成績の事後確認書類として「Ａ

及びＢ」の写しを提出する。 

 

※Ａ又はＢが提出されない場合、

工事成績を評価しません。(０点) 

※選択が誤っていても評価しませ

んので、提出する際はＡ及びＢを

十分ご確認ください。 

例２） 

評価点合計     ８６点 

被災者等の雇用実績  ２点 

工事受注に対する加点 ５点 

の場合、 

 ８６－２－５＝７９点 

⇒「75点以上 80点未満」を選択 



   

 

 


